
忘忘 新新年会年会
お好みでお鍋の内容が選べます。

豚鍋（国産麦豚を使用） 海鮮鍋（国内で取れた）
※当日の仕入れによって、内容が変更されます。

※写真は、5人前となっております。※写真は、5人前となっております。

鶏鍋（国産日向鶏を使用）
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ご予約
お問い合せは 054-628-2128

〒425-0022　焼津市本町5-15-1　TEL 054-628-2128　FAX 054-628-2955
●東名焼津I.C.より車で10分　●JR焼津駅より徒歩15分

ホームページ http://chinryutei.com/

割烹ホテル

※写真のお鍋は、5人前となっております。※写真のお鍋は、5人前となっております。 ※料理写真はイメージです。※料理写真はイメージです。

お迎えバス

宴会コースをお申し込みの方 
（20名様以上）（20名様以上）
※バスのご利用はお迎えのみとなります。
　お帰りにご利用の場合はご相談ください。

無料

平成21年
1月31日㈯まで
平成21年
1月31日㈯まで期間

ビール・日本酒・焼酎
ウィスキー・ソフトドリンク 2,100円

（サ・税込）10名様以上（120分）お一人様
4,700円

（サ・税込）
6,900円

（サ・税込）
5,800円

（サ・税込）要予約
宴会コース全

6
品

全
6
品

全
6
品

全
6
品

全
7
品

全
7
品

女性だけの忘年会、
個室だから周りを気にせずごゆっくり。

レディース
ランチコース

平成20年
12月7日（日）まで期間限定

2,800円（サ・税込）時間／昼11：30～

フリー
ドリンク

お座敷席が、座りやすいテーブル席に
リニューアルしました。

要予約

新聞購読者の
ための

地域情報紙

◆GOURMET REPORT 2

◆藤枝そこ知り物語 3

◆バトンリレー藤枝人 3

◆藤枝ギャラリー巡り 4

◆INFOMATION 7

◆便利情報カレンダー 8 

月刊む・る・ぶ

発行部数／38,000部

藤枝版　Vol.3

発行／月刊む・る・ぶ編集部　426-0041 藤枝市高柳1-18-23 共立印刷株式会社内　TEL 054-635-4651 FAX 054-635-4576

December

2008

12月号

チャーシュー麺

田中城御殿

下村昌久 自治会連合会会長

藤枝新名所探訪
大慶寺の相良城御殿

アートの街藤枝
ギャラリー巡り
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東海ガス

藤枝支店
2階

西焼津
駅

北口●●●●●●

をはじめるなら
インターネット・料金・設定・光電話・配線のこと

全てまるごと
東海ガスモバイルショップへおまかせ！

安定品
質
特典
充実

ケーブルひかり

光インターネットをご契約すると
商品券最大15,000円分プレゼント！

[加入者にもれなく商品券8,000円分]
★新規入会の場合 商

品
券2,000円分 商

品
券10,000円分計プラス

★他社ADSLから
　お乗り換えなら

商
品
券5,000円分 商

品
券15,000円分計プラス

さらに

※TCN経由で光回線のお申し込みをされた場合に限ります。　※商品券はインターネット開通後、概ね3ヶ月後に発送となります。

「むるぶを見たよ！」とご来店の方に、ご来場記念品プレゼント‼

◆
三
之
丸
に
あ
る
二
之
丸
御
殿

　

一
方
、
二
之
丸
御
殿
は
、
藩

主
の
館
と
し
て
、
ま
た
、
政
務

を
行
う
中
心
的
な
建
物
と
し
て

位
置
づ
け
ら
れ
ま
し
た
。

　

城
の
構
造
上
、
位
置
的
に
は
、

三
之
丸
に
あ
る
た
め
に
三
之
丸

御
殿
と
呼
ん
だ
り
、
清
水
口
に

あ
る
た
め
、
清
水
御
殿
と
呼
ぶ

資
料
も
あ
り
ま
す
が
、
そ
の
格

式
を
重
ん
じ
る
意
味
か
ら
も
二

◆
二
つ
の
御
殿
の
存
在

　

田
中
城
に
は
、
ふ
た
つ
の
御

殿
が
あ
り
ま
し
た
。
ひ
と
つ
は
、

本
丸
御
殿
で
す
。
家
康
が
鷹
狩

り
に
来
た
時
や
将
軍
専
用
の
御

殿
と
し
て
使
わ
れ
た
も
の
で
、

御
成
御
殿
と
か
田
中
御
殿
な
ど

と
呼
ば
れ
て
い
ま
し
た
。

　

こ
の
よ
う
な
御
殿
は
、
尾
張

徳
川
家
の
名
古
屋
城
本
丸
御
殿

に
見
る
こ
と
が
出
来
ま
す
。
田

中
城
の
二
つ
の
御
殿
は
格
式
が

高
い
杮
葺
（
こ
け
ら
ぶ
き
）
の

建
物
で
し
た
。

◆
御
成
口
と
御
成
街
道

　

記
録
で
は
、
将
軍
の
上
洛
は
、

慶
長
年
間
に
三
回
、
元
和
年
間

に
二
回
、
寛
永
年
間
に
二
回
あ

り
、
寛
永
十
一
年
（
一
六
三
四
）

に
三
代
将
軍
家
光
の
上
洛
時
の

途
次
と
帰
途
に
使
用
さ
れ
た
の

が
最
後
と
言
わ
れ
て
い
ま
す
。

そ
の
後
は
、
家
康
以
来
の
平
島

口
は「
御
成
口
」と
格
付
け
さ
れ
、

門
は
閉
ざ
さ
れ
、
橋
も
撤
去
さ

れ
「
不
開
門
」（
あ
か
ず
の
も
ん
）

と
な
り
ま
し
た
。

　

ま
た
、
八
幡
橋
か
ら
の
道
も

御
成
街
道
と
呼
ば
れ
、
通
常
は

通
行
出
来
な
い
道
と
な
り
ま
し

た
。
本
丸
御
殿
は
、
太
平
の
世

が
続
き
、
将
軍
の
上
洛
も
な
く
、

軍
事
上
の
意
味
や
そ
の
価
値
を

失
い
、
江
戸
後
期
に
は
失
わ
れ

ま
し
た
。

田
中
城
御
殿

徳
川
家
康
・
将
軍
専
用
の
本
丸
御
殿

藩
主
が
政
務
を
行
っ
た
二
之
丸
御
殿

▶
二
之
丸
御
殿
復
元
図

◀
田
中
高
等
小
学
校
に
移
築

　
さ
れ
た
二
之
丸
御
殿
玄
関
　

▶
駿
河
国
田
中
城
絵
図

之
丸
の
一
部
と
さ
れ
、
二
之
丸

御
殿
と
位
置
づ
け
ら
れ
、
御
館

（
御
屋
形
・
お
や
か
た
）
と
呼
ば

れ
て
い
ま
し
た
。

　

安
政
の
大
地
震
で
倒
壊
し
ま

し
た
が
、
部
材
を
活
か
し
、
わ

ず
か
三
ヶ
月
で
再
建
さ
れ
ま
し

た
。
完
成
し
た
御
館
は
五
三
五

坪
、
入
母
屋
、
寄
せ
棟
を
合
わ

せ
た
六
棟
か
ら
な
る
壮
麗
な
建

物
で
図
面
が
残
っ
て
い
ま
す
。

◆
二
之
丸
御
殿
の
遺
構

　

建
物
は
明
治
に
廃
城
と
な
り
、

田
中
高
等
小
学
校
と
藤
枝
農
学

校
に
改
築
転
用
さ
れ
ま
し
た
。

明
治
四
一
年
に
農
学
校
が
現
在

地
に
移
転
の
際
、
玄
関
が
移
築

さ
れ
ま
し
た
が
、
大
正
一
五
年

の
火
災
で
焼
失
し
ま
し
た
。

　

現
在
、
本
丸
御
殿
跡
に
は
、

西
益
津
小
学
校
、
二
之
丸
御
殿

跡
に
は
西
益
津
中
学
校
が
建
っ

て
い
ま
す
。
ま
た
、
御
館
の
遺

構
と
い
わ
れ
る
も
の
は
、
藤
枝

北
高
に
再
建
時
の
棟
札
や
玄
関

を
飾
っ
た
蛙
股
、
玄
関
木
戸
の

一
部
が
、
西
益
津
中
に
茶
室
の

外
に
あ
っ
た
蹲
（
つ
く
ば
い
）

が
あ
り
ま
す
。
御
殿
の
復
元
図

と
平
面
図
は
、
郷
土
博
物
館
で

見
ら
れ
ま
す
。（
絵
図
・
復
元
図

=

藤
枝
市
教
育
委
員
会
提
供
）

大
慶
寺
の
相
良
城
御
殿

就
任
半
年
と
な
り
ま
し
た
ね

　

５
月
に
、
就
任
し
ま
し
た
。
自

治
会
は
長
い
間
に
固
定
的
な
体
制

に
な
っ
て
い
ま
し
た
。
ま
ず
、
そ

の
改
革
を
考
え
ま
し
た
。
ト
ッ
プ

ダ
ウ
ン
方
式
か
ら
ボ
ト
ム
ア
ッ
プ

方
式
に
。
行
政
と
自
治
会
と
の
距

離
感
に
つ
い
て
も
再
考
し
ま
し

た
。

　

又
、
各
種
の
事
業
も
自
治
会
は

本
来
、
何
を
す
べ
き
か
を
皆
で
協

議
し
て
い
ま
す
。
幾
つ
か
の
専
門

部
会
を
作
り
、
来
年
度
か
ら
機
能

す
る
よ
う
に
検
討
を
し
て
い
る
と

こ
ろ
で
す
。
会
長
と
し
て
、
方
向

性
を
打
ち
出
し
、
皆
で
協
議
、
決

定
し
実
行
し
て
い
く
体
制
に
し
て

い
き
ま
す
。

自
治
会
の
弱
体
傾
向
に
つ
い
て

　

確
か
に
昔
に
比
べ
れ
ば
、
自

治
会
の
組
織
は
弱
く
な
っ
て
い

る
か
も
し
れ
ま
せ
ん
。
加
入
率

は
そ
こ
そ
こ
で
す
が
、
役
員
へ

の
成
り
手
が
な
く
て
、
ど
の
自

治
会
も
苦
労
し
て
い
ま
す
。

と
は
い
え
、
頼
り
に
な
る
コ
ミ
ュ

ニ
テ
ィ
が
ほ
か
に
あ
る
か
と
い
え

ば
、
他
に
変
わ
る
も
の
が
見
当
た

ら
な
い
の
も
事
実
で
す
。
自
治
会

の
あ
り
方
や
存
在
意
義
に
つ
い

て
、
改
め
て
考
え
る
時
期
な
の
か

下
村  

昌
久

も
し
れ
ま
せ
ん
。

自
治
会
の
役
割
は
何
で
し
ょ
う
。

　

ど
う
し
て
も
、
役
員
だ
け
が
動

い
て
い
る
自
治
会
に
な
り
が
ち
で

す
。
地
域
で
、
皆
で
、
地
域
を
支

え
て
い
か
な
い
と
住
み
や
す
い
街

に
は
な
ら
な
い
こ
と
を
ひ
と
り
ひ

と
り
が
認
識
で
き
る
よ
う
な
働
き

か
け
を
自
治
会
が
し
て
い
く
必
要

が
在
り
ま
す
。

自
治
会
の
あ
る
べ
き
姿
と
は
。

　

地
域
の
連
帯
感
で
し
ょ
う
か
。

災
害
に
見
舞
わ
れ
た
と
き
な
ど
、

こ
の
地
域
力
と
い
う
か
連
帯
力
の

差
が
現
れ
て
き
ま
す
。
家
族
同
様

に
、
地
域
も
支
え
あ
っ
て
成
り

立
っ
て
い
る
こ
と
を
訴
え
て
い
く

し
か
あ
り
ま
せ
ん
。
そ
れ
と
行
政

の
下
請
け
的
組
織
で
は
な
く
、
そ

の
名
の
と
お
り
、
自
治
力
の
あ
る

主
体
的
な
組
織
で
あ
る
べ
き
だ
と

思
い
ま
す
。

地
域
の
合
言
葉
は
「
和
顔
愛
語
」

　

地
域
に
大
切
な
の
は
、
親
し
み

や
思
い
や
り
、
助
け
合
い
で
す
。

和
顔
愛
語
と
い
う
言
葉
が
あ
り
ま

す
。
そ
う
し
た
意
識
が
地
域
の
コ

ミ
ュ
ニ
テ
ィ
を
作
っ
て
い
く
の
だ

と
思
い
ま
す
。

あ
る
べ
き
姿
の
自
治
会
に

　

大
慶
寺
の
庫
裡
は
、
田
沼

意
次
が
建
て
た
相
良
城
御
殿

を
天
明
八
年
（
一
七
八
八
）

に
移
築
し
た
も
の
で
す
。

　

相
良
城
は
、
意
次
の
全
盛

期
に
十
二
年
の
歳
月
を
か

け
て
完
成
。
七
万
坪
の
敷
地

に
、
三
重
の
堀
を
廻
ら
し
、

総
石
垣
で
本
丸
、
二
之
丸
、

三
之
丸
か
ら
な
り
、
櫓
も

六
基
あ
る
竜
宮
城
に
例
え

ら
れ
た
豪
華
絢
爛
な
も
の

で
し
た
。

　

政
敵
松
平
定
信
が
老
中
と
な

り
、
意
次
は
蟄
居
。
相
良
城
は
取

り
壊
さ
れ
る
こ
と
に
な
り
ま
す
。

そ
の
破
却
材
を
大
慶
寺
の
檀
家
で

あ
る
岡
部
宿
の
庄
屋
遠
藤
甚
蔵
ら

が
七
百
三
十
両
で
払
い
下
げ
を
受

け
、
寄
進
さ
れ
た
の
が
、
現
在
の

庫
裡
で
す
。
欄
間
や
奥
の
間
の
柱

な
ど
は
相
良
城
時
代
の
も
の
と
い

う
こ
と
で
す
。

藤
枝
市
自
治
会
連
合
会
会
長
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⑮

大井川高

大洲中大洲小

郵便局

銀行

市民グラウンド

スーパー市立総合病院

藤枝市役所

藤枝署

国道
1号

蓮華寺池公園

藤枝小

⑧

東海道
本線

東海
道新
幹線

藤枝駅

⑨

⑩

⑦
⑥

⑪

藤枝東高
成田山

谷稲葉 IC

⑫

⑬

瀬
戸
川

⑭

③
⑤

④

稲葉小
北部学校給食
センター

病院

①

②

藤枝バイパス

谷稲葉 IC

瀬
戸
川

不動峡

不動峡
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アートの街・
藤枝のギャラリー巡りを楽しもう！
藤枝は知る人ぞ知るアートの街。藤枝に住んでいると感じませんが、アーティストたちも、そしてアートを育み、

披露するギャラリーも、周辺の市町に比べて格段に多いのが藤枝なのです。ここでは、常に企画展示をしているギャラリー

から貸しギャラリー、店の一部がギャラリースペースになっているところなど様々な形態のギャラリーをご紹介します。

1 2 3 4 5 6 7 8 9 10 11 12 13 14 15 16 17 18 19 20 21 22 23 24 25 26 27 28 29 30 31

1 いなかぎゃらりー幸福堂 尾形アツシ陶展 常設展

2 古民家ギャラリー　こころ庵 牛飼い三人展

3 藤枝市文学館・市民ギャラリー 原木愛泉個展

4 ギャラリー DEAN（ディーン） 手づくり洋服屋 手づくりのお店屋さん

5 ギャラリー＆工房でえあん 　12 月は未定です。

6  佗助 　（11 ／ 26 ～ 11 ／ 30　熊野九郎右エ門展）　　　　　　　　　　　　　　　　　　常設展

7 ミニサロン　ベヴェル オリジナルアクセサリー展 ぬくもりとやさしさの手づくり展

8 アートカゲヤマ画廊
岡本勝展 粘土展 山城道也油彩展 友山麻美トールペインティング展

順心アプリコット展 県版画協会志太榛原地区展 池田信也個展

9 ヤギモク・アートギャラリー Junko　Hattori アクセサリー展

10 ギャラリー清水 企画常設展

11 ギャラリー駿河台 　12 月は未定です。

12 静岡産業大学情報学部情報センター 3 階展示ギャラリー 　12 月は未定です。

13 ギャラリー桐の蔵 11 ／ 25 ～竹内綾音ガラス作品展 堀井初枝と生徒さんの和と洋のメルヘン人形展 お正月・縁起物展

14 ギャラリー MARZO 三宅太郎日本画展

15 ラピス・ラズリ（併設／画廊・白鵬） 常設展 ( 世界の版画／ 10:00-19:00)

⑧アートカゲヤマ画廊
藤枝市の最古参のギャラ
リーです。画材もすべて揃
い、個展などの際もコー
ディネートしてくれます

住所	 小石川4-10-28
電話	 641-5850
営業時間	 10：00～19：00
休日	 不定休
駐車場	 有

１２／１～７　岡本勝展

⑩ギャラリー清水
藤枝では最古参のギャラ
リーです。中央で活躍す
る作家が主で、企画常設
展示をしています。

住所	 駅前 2-6-16
電話	 641-0850
営業時間	 10：00～19：00	
休日	 水
駐車場	 有

企画常設展

⑫静岡産業大学情報学部情報センター　3 階展示ギャラリー
市民に開かれたキャンパ
スを目指して開設された
ギャラリーで隣には会議
室も備えています

住所	 駿河台4-1-1
電話	 646-5448
営業時間	 9：00～16：30（平日）
	 9：00～12：00（土）
休日	 日
駐車場	 有

１２月は未定です。

⑭ギャラリー MARZO

ホームプラザ大東が運営す
る今年開廊 20 年を迎えた
ギャラリーです。一ヶ月単
位の企画展が基本です

住所	 大東町905-1
電話	 635-8008
営業時間	 10：00～17：00
休日	 定休無
駐車場	 有

１１／２６～１２／９ 三宅太郎日本画展

⑮ラピス・ラズリ（併設／画廊　白鵬）
今年 6 月にオープンした明
るくゆっくり落ち着ける喫
茶です。10 月より画廊白鵬
を併設しました

住所	 本町4-2-14
電話	 641-6955
営業時間	 9：00～20：00
（画廊10：00～19：00）

休日	 火
駐車場	 有

常設展

藤枝のギャラリー
藤枝にギャラリーが誕生したのは

１９７５年のギャラリー清水が先駆けといわ
れます。その後、１９８１年にアートカゲヤマ画

廊と由布木画廊が誕生してからは数年に一軒増え
るか増えないかでした。平成に入ってバブル期には、
一般の人たちがアートを楽しむ時代となり、全国

的にギャラリーが増え、藤枝でも、年に３，４
軒ずつ増えていき、１９９０年代後半に

は３０軒近くあったといわれま
す。

藤枝の街アート
藤枝の街には多くのアート作品が

あちらこちらに佇んでいます。蓮華寺
池公園、駅前広場、不動峡、総合運動公園、

商店街のシャッター絵画など。昔からのアー
トとしては、街道の常夜燈、町内のお地
蔵様などがあります。建物や看板、木々

など自分なりのアートを発掘して見ま
しょう。

藤枝のアーティスト
藤枝には数多くのアーティストが住

んでいます。周辺の街と比べてもその数
はかなり多いといわれています。中でも全

国的に活動されている作家として、彫刻では、
松田裕康氏、石彫の杉村孝氏、木彫・現代
彫刻の杉本西佑氏、洋画の赤堀正巳氏、

坂田和之氏、市川鉦次氏、日本画の
松本高明氏、版画の青木鐵夫

氏などがいます。

①いなかぎゃらりー幸福堂

暮らしに潤いを与えてくれる個性
ある若手作家の器を扱い、年に
４回展覧会を開催しています

住所	 宮原 775-4-2-3
電話	 639-0661
営業時間	 10：30～18：00
冬季（11月～2月）	～17:30
休日	 月・火
駐車場	 有

１１／２６～１２／７ 尾形アツシ陶展

宇陀の原土を
使ったダイナ
ミックな作風

②古民家ギャラリー　こころ庵
オープンして 2 年、大正
時代の古民家の風情を活
かした落ち着いた展示ス
ペースです

住所	 寺島529-1
電話	 646-5786
営業時間	 平日13：00～16：30
	 土日祝10：00～16：30
休日	 不定休 (展示期間のみ開廊 )
駐車場	 有

１２／４～ 8 牛飼い三人展
③藤枝市文学館・市民ギャラリー

文学館の 2 階にあるレン
タルギャラリーです。同じ
2 階に喫茶コーナーも出
来て便利になりました

住所	 若王子500
電話	 645-1100
営業時間	 9：00～17：00
	 （受付16:30）
休日	 月
駐車場	 有

１２／７～１４　原木愛泉個展

県内の牛
の飼育家
が牛飼い
の視 点で
企画

字書きやという
視点での作品
群です

④ギャラリー DEAN（ディーン）
でえあんと同じオーナー
のレンタルギャラリーです。
開廊時間や開催期間など
も自由に設定できます

住所	 若王子1-2-34
電話	 080-5118-3788
営業時間	 10：00～16：00
	 時間は出展者毎
休日	 展示期間無休
駐車場	 有

１２月は未定です。

⑤ギャラリーでえあん
最近は、裂織り工房とし
ての活用が主ですが、和
の雰囲気があって、ギャラ
リーとしても良い空間です

住所	 藤枝5-5-23
電話	 080-5118-3788
営業時間	 10：00～16：00
	 時間は出展者毎
休日	 日・月・木
駐車場	 有

１２月は未定です。
⑥佗助

やきもの、布 ( 織・染 )、漆、
ガラスの作家物の常設と
年に 8 回の展示開催。奥
の喫茶が隠れ家的魅力。

住所	 青木1-8-29
電話	 641-0609
営業時間	 10：00～19：00
休日	 月・火
駐車場	 有

１１／２６～１1 ／ 30 熊野九郎右エ門展

１１月２６日ま
で前田直紀作
陶展を開催

１１月２６日ま
で山本陽子裂
織り展開催

力強さの中に
温かな人柄が
感じられる作
品です

自由美術 協会
会員で幻想的
な作品群です

中央画壇の作
家を中心にし
た展示です。

千年の桜を中
心にここ 2 年
の近作を発表

世界の版画
を 展 示し、
レンタルも
可能です。

⑦ミニサロン　べヴェル

原石加工の素敵なオリジナ
ル商品が迎えてくれるお店
の一角にギャラリーがあり、
アートな雰囲気です

住所	 小石川2-2-2
電話	 646-6243
営業時間	 10：30～17：00
休日	 不定休
駐車場	 有

１２／１～１０　オリジナルアクセサリー展

⑨ヤギモク・アートギャラリー

住まいる工房の中にある住
宅のモデルルームがギャラ
リーです。家の中の雰囲気
でアートが楽しめます

住所	 小石川4-2-1
電話	 644-8833
営業時間	 10：00～18：00
休日	 定休無
駐車場	 有

１２／４～２５　Junko Hattori アクセサリー展

⑪ギャラリー駿河台
住宅街の中にある素敵な
ギャラリーです。企画展開
催時のみオープンしていま
すのでお問合せください

住所	 駿河台4-13-1
電話	 643-6062
営業時間	 10：00～17：00
	 （企画展期間中）
休日	 展示期間無休
駐車場	 有

１２月は未定です。

⑬ギャラリー桐の蔵

藤枝市本町にある横山箪
笥店が経営するギャラリー
です。和の感覚の雰囲気が
心地よく迎えてくれます

住所	 前島2-28-11
電話	 637-3808
営業時間	 10：00～17：00
休日	 月
駐車場	 有

１１／２５～１２／７　竹内綾音ガラス作品展

三つの会社
のオリジナ
ル作品を展
示します。

今 回 はク
リスマスコ
レクション
です。

ガラスに木や金
属を組み合わせ
たオブジェ作品

蓮華寺池公園

総合運動公園

蓮華寺池公園

蓮華寺池公園
蓮華寺池公園 蓮華寺池公園

商店街
商店街

商店街

12月のギャラリー情報
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デュオ・コンサート実行委員会
フランス音楽で過ごす午後のひととき
ヴァイオリン＆ピアノ

デュオ・コンサート
～ヤンネ舘野＆藤本恵子～

演目 :ドビュッシー、
　　    ラヴェル等
日時 :１２月１３日㈯
　　  １５：００～
会場 : 日本福音ルーテル
　　    栄光教会
　　    藤枝礼拝堂（瀬戸新屋）
チケット：２，５００円

連絡先：藤本 ０５４－６４６－６０６７

編 集後 記

月刊むるぶ編集部
〒 426-0041　静岡県藤枝市高柳 1 丁目 18-23

紙面に関するご意見や情報提供、広告のお問い合わせは、
054-635-4651
　　　 (共立印刷内)まで
または、右記の新聞販売店までお願いします

藤枝の遺産が見えてくる
藤枝の｢今｣がここにある
藤枝の未来が光ってくる

㈱藤枝江﨑新聞店　TEL 054-641-0537 
㈱薮崎新聞店・育伸社　TEL 054-641-0053
いけたに新聞店　TEL

 054-643-1000 ㈹ 

読者の皆様から、とても沢山のご意見を戴き
まして、編集部一同感激しております。皆様
からご推薦のいち押し名物は、サッカー最中、
いち押し名所は、蓮華寺池公園でした。お葉
書やＦＡＸを読むと、元気が出ます。皆様の声
は編集部の元気の素です。（風雲子）

（株）静岡環境保全センター

☎636-1511（代）☎636-1511（代）

水のトラブル!困った!
　　　　ときにすぐ対応‼
水のトラブル!困った!
　　　　ときにすぐ対応‼

あひるマークの水道屋さんあひるマークの水道屋さん

毎週木曜 12：30FM 島田放送中
むるぶ情報は、ＦＭ島田７６．５の共立

｢情報ランチ｣ でも放送中です。「記事から
情報」「おすすめ本｣「ザ・ブーム」「お客
様こんにちわ」など、多様な内容となって
います。

むるぶ読者コーナー
プレゼント＆読者アンケート

官製はがき（FAX の方は便箋など）にクイズの答えをお書き頂き、アンケー
トにもお答え頂ければ幸いです。
正解者の中から抽選で、静活㈱グループの映画館（オリオン座、ピカデリー
座、ミラノ座など）でお好きな映画が鑑賞できるシネマ招待券をプレゼ
ントします。ご応募をお待ちしています。

◆今月の記事からクイズ
田沼意次が建てた立派な城は、○○城（漢字２文字）
１，クイズの答え
２，今月号で行って見たいお店、食べて見たいもの
３，今月号で参考になった記事
４，テーマに取り上げてほしいもの
５，あなたの藤枝名物 ･ 名所を教えてください。
６，その他ご意見、ご感想などお願いします。

　　　　　　　　ご応募について
１，官製はがきまたは、ＦＡＸでお願いします。
２，あなたのお名前、郵便番号、ご住所、電話番号、 年代、職業を忘れ
　　ずにご記入下さい。
３，当選者の発表は、プレゼントの発送をもって代えさせて頂きますので
　　ご了承下さい。
４，アンケートにもお答え下さい。
◆応募先　426-0041  藤枝市高柳 1-18-23　共立印刷㈱内
　　　　   むるぶ編集部プレゼント係
　　　　  ＦＡＸ ０５４－６３５－４５７６
◆締め切り　１２月５日必着
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